


第1回
Winter Dental Meeting in津

開催のこ挨拶

これまで 12 月上旬に三重歯科・ロ腔外科学会を開催してま いりましたが、ご案内のとおり、

今年は「Winter Dental Meeting in 津」という名称にいたしました。

名称を新たにした理由は 2 つあります。 1 つは、 三重県の歯科関係の方々に広くご参加い

ただきたいという考えからです。 旧名称にある「口腔外科」はどうしても専門性を想起させ、

参加の敷居を高くしてい るところがありました。 2つ目は、 単なる発表の場では なく「集ま

り」の場 に なれば との 願いからです。 これまで 会 場 には 部屋 が 1 つしか なく、 集まり

(meeting) という雰囲気を出すにはスペースが不足していました。 今年から、 展示ブースや

休憩室を設け、 発表会場以外にもお過ごしいただける場所を用意しました。

学術集会という位置づけはこれまでとあまり変わりません。 皆様が「明日に役立つ00」

や「 実践00」といった実学的な講習会 やセミナーを聞く機会は多いかと思います。 この

Winter Dental Meeting (WDM) では、 それとは逆に 「すぐに役立つことは、 すぐに役

立たなくなる」、「すぐに役立たないことほど、 ずっと役に立つ」という学問の一面に触れる

機会を提供で きればと思っています。 さて、「すぐに役立たないことが…」といえば、 その

筆頭に読書があります。そこで、第 1回WDM の特別講演では、司書の井戸本吉紀先生に「読

書のススメ 今、 なぜ「本」なのか』という お話をしていただきます。

寒い季節となり、 新型コロナウイルス感染症は予断を許さない状況ではあります。 再び自

粛ム ー ドが出 てきた一方で、 若者 からは「学びをとめないで」、「 もっと対面授業を」との切

なる叫びが広がっています。 三重県には歯科大学がありませんので、 将来に地域の歯科を担

う若者を育成しようと思えば、 歯科研修医と歯科衛生士学校の学生を大事にするしかありま

せん。 皆様が大学の 1 年生や社会人 1 年生のときの高揚感を思い出していただきたいのです

が、 彼ら 彼女らはその機会を逸してきました。 今回の現地開催は、 そうした彼らに学びや経

験の場を提供することも目的のひとつとしています。

ご参加の皆様には、 感染対策に ご協力いただいたり、 冬の寒い時期に窓やドアを開け放

した部屋でお過ごしいただくなど、 ご不便をおかけするかと存じます。 何卒ご協力のほどよ

ろしくお願い申し上げます。
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